
Ｆ．各種規則等 

 

１．ＳＮＳ利用についての留意点 

ここ数年、若者の間で「Twitter」「Facebook」「LINE」といったＳＮＳ（Social Network Service）が

驚異的なスピードで普及しています。 

ＳＮＳを使って友人に発信した個人的な写真やコメントが、関係のない人々の目に触れ、本人とは無

関係の人の手によって、インターネット上に掲載され、大きなトラブルに巻き込まれる事件が発生し

ています。 

不適切な写真やコメントがインターネット上で掲載され拡散すると、発信者が批判にさらされ、発信

者の家族や友人に迷惑がかかるだけでなく、大学や就職内定先にまで連絡が入り大学から処分を受け

たり、内定取消しになったりする事例が発生しています。 

学生がこうした事件に巻き込まれないよう、ＳＮＳの利用に際しては、以下の点を遵守し、適切な利

用を心がけるよう大学は呼びかけをしております。 

 

【大学生として自覚のある行動を】 

大学に入学すると社会的に信用のある大人として扱われることになります。ＳＮＳやインターネット

への情報発信だけでなく、すべての行動に対し大人として、社会人として責任を持つことが求められ

ます。 

 

【ＳＮＳやインターネットは公共の場】 

他人を傷つけるような発言、飲酒運転などの犯罪行為を疑わせる書き込みや、他人に誤解を与えるよ

うな書き込み、他人への誹謗や中傷、差別的な書き込みをしてはいけません。また、本人が匿名のつ

もりでも、友人関係や過去の書き込みなどから個人の特定が簡単にできます。ＳＮＳやインターネッ

トがプライベートなものではなく、公共の場であることを充分に理解して利用するようにしてくださ

い。 

 

【ネットワーク利用時に特に守るべき点】 

項目 内容 

1 個人情報とプライバシーの保護 
自分自身だけではなく、他の人についても、個人情報とプライバシーを守る

こと。 

2 なりすましの禁止 他の人になりすまして発言をしないこと。 

3 
不正アクセスの禁止，不正アクセス幇助

の禁止 

他の人の ID・パスワードを不正に入手して使用したり、自身の ID・パスワ

ードを他の人に教えたりしないこと。 

4 ネットワークの特徴の理解 

一度ネットに出た情報は、瞬時に伝達拡散され、後になってから取り消すこ

とが出来ない性質のものであると理解し、表現や記述には細心の注意と慎重

な態度で臨むこと。 

5 第三者の権利の尊重と保護 他の人の著作権等を侵害しないこと。肖像権を犯さないこと。 

 

F-1

H27.1.31


